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失礼しま～す。 

……あ、ううん、入るとこ間違ってないよ。たぶん。 

えっとぉ……。 

あはっ、やっぱりいた～～♪ 

ねえねえ、まひろのこと覚えてるよね？ 

……ほら、この間、学生証を落として……。 

……ふふ、そうそうっ。あぁ、良かったぁ…。 

あれから、先輩のこと探すの、大変だったんだよ？ 色んな人に聞き回って…。 

そしたら、このオタクサークルにいるって。 

へぇ……けっこう人いるんだねぇ……。 

でも、男子ばっかり……。 

……え、部長？ 今、部長って呼ばれてたよね？ 

すごぉい、この中で一番えらい人なんだぁ♪ 

実は……まひろ、入部希望なんだけどぉ… 

このサークルって、男子限定だったりする…？ 

……えぇぇ～？ そうなの…？ 残念～。 

……あれ、ほんとに？ 

も～、先輩、部長なのに嘘はダメじゃ～ん。 

……ふふ、そこの君、教えてくれてありがとね。 

……さ、先輩。 

入部の件について、奥の部屋で、二人っきりでお話しよ……？ 

……今度は、逃げちゃダメだよ……ふふ♪ 

それじゃあ、先輩から説明受けて来るから、みんな、また後でね～。 

……ほーら、先輩、行こ♪ 

もう逃がさないからねぇ…… 

ぎゅーう。ふふ。 

ん～？ なぁに。腕組んじゃだめ～？ 

……えー、まひろは気にしないけどなぁ。 

ふふ。顔真っ赤だね。 



……あ、からかったつもりはないんだけど…。 

でも、こうしてくっ付いた方が、まひろの気持ち…伝わるかなぁって。 

……やんっ。むぅ…もっとラブラブしたかったのにぃ。 

……あ、うん、サークルの説明だっけ。 

……うん。伝統と歴史に………うんうん。 

……へぇ。学祭で声優さんを……。 

んー。ごめんね？ 

立ちっぱなしだと、足疲れちゃうから、あっちのソファに座らない？ 

お話、長くなりそうなんでしょ……？ 

……じゃあ、先輩も一緒に……ね。 

……ん。ぎゅーう。ふふ。 

近い方が、お話聞きやすいから……。それで、なんだっけ。 

アニメの鑑賞と……コーサツ？ するんでしょ？ 

……え？ うん、まひろも、アニメ大好きだよ。 

映画でも見てるしぃ…。ただ、先輩の方が、色々詳しいんだよね？ 

ならぁ…まひろにおすすめのアニメとか、いっぱい教えてほしいなぁ。 

……ん～？ 嘘なんてついてないよ～。 

まひろ、ほんとに、このサークルに入りたいなぁって……。 

だって……先輩のこと、好き……だから。ふふ。 

そーゆー入部理由じゃ、ダメかな？ 

好きな人と同じサークルに入りたいって、普通のことだよね？ 

もちろん、恋愛だけじゃなくてぇ……活動も真面目にするから……ね？ 

みんな良い人そうだったし……。 

もし何かあっても、先輩が守ってくれるもん……だから、安心でしょ？ 

……え～？ 

さーくら……ってなーに？桜のこと……？ 

まひろ、春だいすきだよ～♪ 

それより～…… 

まひろは、先輩に夢中だから……ね？ 

……ふふ。理由なんて、聞かなくても分かってる癖にぃ…。 

先輩のこの手が…まひろの学生証、拾ってくれたからだよ。 

……そんなことでって、思う？ 



でも、まひろ…今まで、ナンパばっかりでぇ… 

先輩みたいに、真面目で…せーじつな人、出会えてなかったから…。 

ああ、この人が運命の相手なんだなぁって…。 

それに……先輩にとっても、そんなこと…なんかじゃないよね？ 

だって……あの時、手…震えてたよ？ 

女の子に、触り慣れてないのかな？ あのまま、無視することだってできたの

に…。 

先輩は、勇気を出して……ぎゅって、引き留めてくれたもんね。 

あぁ……かっこ良かったなぁ。 

この、女の子慣れしてない手が、男の子の強い力で、ぎゅうぅって…。 

れるぅ、れろぉ……ふふ。 

普通の手なのに、力強くて…れるぅ、んれろぉ…きゅんって来ちゃった。 

れるぅ、れろれろぉ……あぁ…でも、このゴツゴツしてる感触…れろぉ、んれ

ぇ… 

やっぱり男子って感じぃ…♪ 

れるぅ、んれろぉ、れるぅ、れるれろぉ…ほら、ね？ 

好きじゃない人の手、こんなにぺろぺろしたりしないでしょ？ 

まひろ、本気なんだよ… 

れるぅ、んれろぉ、れるぅ…はぁ。 

どう？ 分かってくれた？ 

……も～。だから、騙そうとしてないってぇ。 

でも……すぐに堕ちないところも、素敵ぃ……。 

うんうん、そうだよねぇ。 

そんなふうに、すぐ女の子の誘いに乗ってるようじゃ… 

まひろの運命の人じゃないもん。 

……ねぇ、先輩。 

まひろは、誰でもいいようなビッチじゃなくてぇ…… 

本当に先輩のことが好きなの。大好きなの。 

この気持ち、分かってもらえるように…頑張るね♪ 

ん、ちゅ。ふふ。 

キスされると思った？ まだ、首筋だよ…んちゅ、ちゅ、ちゅ…。 

んちゅ、ちゅ…ちゅ、硬い喉ぼとけ…かっこいい……ちゅっ。ふふ。 



んぅ…ちゅっ。今度は、ほっぺた。 

んちゅ……ちゅ……ちゅ……ちゅぱぁ。 

ねるぅ、れろぉ、れるぅ、れろれろぉ……はぁ。 

そろそろ、まひろの愛…伝わったかな？ 

……えー、まだ足りなそ？ 

れるぅ、れろれろぉ……別に良いけどぉ、顔中… 

まひろの唾液で…んれぇ、べとべとになっちゃうよぉ……？ れるぅ、れるれ

ぇ…。 

れるぅ、れろれろぉ、んれろぉ……ぁ、それが目的だったりする…？ 

……ふふ、そんなこと言って、 

まひろにぺろぺろされて、しっかり興奮してる癖にぃ…… 

れるぅ、れろぉ、れるれろぉ……はぁ。 

このままマーキングされて……れるれろぉ、匂い取れなくなったら…… 

れるれるぅ、れろぉ……まひろのものになっちゃうよぉ……？ 

れるぅ、んれろぉ、れるぅ、れるれるぅ……はぁ。 

ふふ、お顔…トロトロになっちゃったねぇ。……可愛い。 

……ん、ちゅっ。ふふ。唇も、まひろのもの。 

んぅ…ちゅ……んちゅ……ちゅうぅ……っ、ちゅぱぁ。 

あぁ……キス、気持ち良いね……。 

はじめて……なんだよ。……も～、ほんとなのにぃ。 

こんなふうに迫ったの、先輩だけだもん。 

んぅ…ちゅうぅ、ちゅうぅ…せんぱぁい…んれるぅ、れるちゅうぅ…。 

れるれるぅ…好き、んちゅうぅ…好き好きぃ、大好きぃ… 

んちゅ、ちゅうぅ…れるちゅうぅ…っ、ちゅぱぁ……。 

はぁ…はぁ…ふふ。やらしくて、濃厚なキスだよ…。 

これで、分かってくれた？ 

……あ、もしかして、まだ勘違いしてる？ 

先輩が、部長だからじゃないよ？ まひろの……運命の人だから、だよ。 

……確かに、みんなに愛想良くしたりするけど…… 

誰にでも媚びたりなんかしないもん。 

大好きな人にだけ……だよ。ん、ちゅ。ふふ。 



それともぉ……先輩って、まひろ以外の好きな人……いるの？ 

……え。なんでなんでぇ？ 今、目逸らしたぁ。 

違うよね？ まひろだけだよね？ 

ちゃんと答えてよぉ……れるぅ、れろぉ。 

れるれるぅ、れろぉ……ねーえ、誰なのぉ？ 教えてよぉ……。 

れるれるぅ、れるれぇ……はぁ。 

もし言ってくれたら、耳の周りだけじゃなくて……中も、舐めてあげるよ。ふ

ふ。 

だから、ね……れろぉ、んれろぉ…。 

言わないとぉ、ずっと切ないままだよぉ……んれぇ～。 

ちゅぱぁ…。え？ たぶんその子って、アニメの女の子……だよね？ 

……えっとぉ。アニメはアニメで、いいと思うんだけどぉ…。 

まひろは、ここにいるんだよ？ 

アニメの子は、こんなこと…できないでしょ…？ 

ちゅぱぁ……ふふふ。せんぱぁい、お顔蕩けてるよぉ？ 

……それにぃ、おっきくなってる♪ 

……ふふ、違うって言うなら、どうして隠すの～？ 

ん…反対側も舐めてあげるから…手、どけてほしいなぁ…。 

ほらぁ……れるぅ、れろれろぉ……。 

あぁ……やっぱり、勃起してるんだぁ。 

まひろで、ズボンのとこ…ムクムクぅって。 

先輩…まひろのこと、好きになっちゃった？ 

……そうじゃないの？ 

こんなに、おちんちんの形、はっきり出ちゃってるのに？ 

……え～？ じゃあ、なんで勃起してるのかなぁ。 

先輩ってぇ、好きな女の子じゃなくても、 

性欲だけでおちんちん大きくしちゃうのぉ…？ 

……ふふふ、良いんだよ。 

それだけ、まひろが可愛くて、エッチだってことだから……。 

んれろぉ、れるれるぅ、我慢しないでぇ、まひろでズボンの中のおちんちん… 

れるれるぅ、もっと勃起しちゃお…れるれるぅ…。 



ちゅぱぁ……はぁ……あぁ……。 

ふふ、もうパンパンだねぇ。すっごく苦しそう……。 

このまま、すっきりさせてあげたいけどぉ…… 

そろそろ、他の部員に怪しまれちゃうかなぁ？ 

勃起おちんちん、焦らしちゃってごめんね…。 

でも…まひろのこと、恋人にしてくれたら… 

このあと、すっきりさせてあげるよ…。 

二人の初体験…ラブホに寄り道して…しちゃう……？ 

待ちきれないなら、バレちゃいそうだけど……ここでも、いいよ？ 

——ひゃっ、先輩…どこ行くの？ 

むぅ…ちょうど良いとこだったのにぃ……。 

……あ、そうだ♪ ね、先輩… 

このまま帰るなら、アソコだけじゃなくて…… 

首のとこにも、気を付けた方がいいよ？ 

……まひろのものだって印、いっぱい付けちゃったから。…ふふっ。 

彼女の話、考えておいてね……♪ 


